
Vinayasutra に お け る 波 羅 夷 法 婬 戒(1)

中 川 正 法

根本説一切有部 の律師 と言 わ れ るGupaprabha(徳 光), の 著 したVinayasutra

(以下VSと 略)は1), チ ベ ッ トにお ける律の根本聖典 として知 られ るが, そ の梵

本 の刊行 は, 最 近 に至 るまでなされ て い なか った。 し か し, P.V. Bapat, V.V.

Gokhale両 博 士 は, 1982年 バ トナ よりVSに 対す るGunaprabhaの 自註"Vina-

yasutravrtty-abhidhanasvavyakhyaham"に お ける第1章Pravrajyavastu(出 家事)

を校訂 出版 され た2)。 校訂 にあた り両博士 が依拠 され た 資料 は, Rahula Sankrt-

yayanaが チ ベ ッ トのSa-skya寺 よ りイン ドへ招来 し, 現 在バ トナのBihar Resea-

rch Societyに 保 管 されてい る写本 写真版3)と, Sahkrtyayana自 身 の校訂 に よ る

Vinayasutraの み の梵文 テキス トである4)。 筆者 は, 1イ ン ド滞在 中に, V.V.Go-

khale博 士 の ご好意に より博 士所有 のVinayasutravrtti写 本 写真版-上 記 テキ

ス ト校訂 に際 し, バ トナ より得 られ た もの を見 る機 会 を得た。 本 稿 は, この

写本写真版 を用 いて筆者 が校訂 した未発表 テキス トに基 づき5), そ の 個所 に対 し,

他 の律蔵 と比較 しつつ考察 を加 えん とす る もの である。

I. 写 本 に よれば, 第1章 が"pravrajyavastu samaptam'"と 終 わ った直後 に,

以下 に示す第1偶 とその註釈 とが続 く。一方, Sankrtyayana校 訂 のSutraテ キ

ス トの構成 は, 第1章 に続 いて, 第2章Posadavastu(布 薩事)に 入 り, まずPa-

rajayikamと い う項 目が与 え られ, 続 いてbhiksuvibhahga, abrahlhabaryaparala-

yikamと い う見 出 しがつけ られ第1偶 以下 が示 され てい る6)。 そ して前者 は, 第

8偶 に対す る註釈 の後 で, 後 者 も第8偶 の 後 で"pratyakhyanavidhih"と 結 ば れ

ている ことを最初 に指摘 してお く』

さて, 内容 の検討 に入 るにあたり, 以 下 に第1～8偶 を示す。(但 し各偶に対する

註釈を除 く。)

na nastaprakrtikrtata pratya[khya]natvam //(1) na tatra//(2) na make//(3)

na amanusyagatike//(4) na abodhitatve//(5) na rahasi //(6) na rahahsam jnaya

//(7)

siksdml pratyacakse buddham2 dharmam3 samgham4 satra[m]5 vinayams matrkam7
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acaryam8 upadhyayam9.

agarikam10 mam dharaya sramanoddesamll sandapandakam12 bhiksunidusaka[m] 13

steyasamvasikaml4 nanasamvasikaml5 asamvasikamis tirtikaml tirtikavakrantakam18

matrghatakaml9 pitrghatakam20 arhadghatakam21 samghabhedakam22 tathagatasya-

ntike23 dustacittarudhirotpadakam.

alam me24 yusmadvidhaih sabrahmacaribhih sardham savasena va sambhogena veti

pratyakhyanavacanani//(8)

第1～7渇 では, “napratyakhyanatvam”, 第8偶 で は, “pratyakhyanavacanani”,

そ して前述 の如 く第8偶 の註釈 の後 にお いて, "pratyakhyanavidhihr'と 結 ばれて

いて, 明 らかに の個所 では, "pratyakhyana"と い う ことが主題 とな っている。

sahkrtyayanaに よ り, この個所 は波曜夷即 ち教 団追放 に値す る罪 に関 す る項 で

あ ることが示 され ているが, それ とこの"pratyakhyanavidhih"な る節 との 関係

をまず考察 してみたい。

Sahkrtyayanaに よる構成 では, bhiksuvibhahga「 比 丘分別」 と い う項 目に含

まれる ことか ら,「 経分別」 との関係 が まず考 え られ る7)。従 って, pratimoksa

「波 羅提木又」 に注 目しなければな らない。 波曜 夷法について は, pratimoksaに

お いて, 四 つ の條 文に よって示 され ているが, 波 羅夷法第1婬 戒 は, 次 の よ うに

表現 されてい る8)。

yah punar bhiksur bhiksunam siksasajivasamapannah siksam apratyakhyaya siksa-

daurvalyam anaviskrtyabrahmacaryam maithunam dharmam pratisevate antatas

tiryagyonigatayapi sardham, ayam api bhiksuh parajiko bhavaty asamvasyah.

ここに, 否 定辞aを ともない, pratyakhyanaの 動 詞形 と して"apratyakhyaya"

とい う語 が見 られ るが, “siksam apratyakhyaya”と 述べ られてい るよ うに, 「学

処 を拒否す る, 捨 てる」(條 文 中では, 「拒 否せずに, 捨 てずに」)と い う意味 で

用い られ てい る。 平川博士が詳 し く言及 されてい るよ うに9), こ の 波羅夷法婬戒

の條文 に対 しては, パ ー リのsutta-vibhahga及 び 漢訳五大広律 に おい て, い ず

れ もその 冒頭 で解説即 ち條文解釈が行 なわれ てい る が, 今 問題 とす る語句 も,

"sikkharpapaccakkhaya",「 不 捨戒」,「不捨学処 」 として説 明 され て い る。従っ

てVSの この個所 も, pratimoksaの 條 文 中の"apratyakhyaya"の"pratyakhya"

と い う語 に対す るqupapraわhaに よる條文解釈 と考 えられ る。 「捨球 」(捨 学処),

即 ち婬法 を犯す前 に戒 を捨 てることを宣言すれば, 波曜 夷に陥 ることはない とい

う事 だが, そ の捨戒 が成立 しない場合 につい て, Gupaprabhaは 偶 及 びそれ に対
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す る註釈 を もって示 している。

註 釈 において彼 は, 捨 戒 が成 立するには, 他 人 に正確 に伝 える こと, 他 の人 が,

彼 が学処 を拒否 した と正 しく理解す る こと, 更 にはそれ を公 にす る ことが重要 だ

とす る。 従 って, 捨 戒 を正常 な精神状態 でない人 が行 なった時や, 捨 戒の言葉 を

理解す る能力 に欠 けた人等 に対す るもの は不成立 となる。 例 えば, 第3偶 では,

口 の利 けない人 に対 して捨戒 を行 なった場合 は不成立 だ と し, 註 釈 に お い て,

「その人 は, 他 の人に伝 え ることがで きないか ら」 と理 由 を 示 す。 また, 第5偶

に対す る註釈 では, 愚 かな人(jaqa), 耳 が 聞 こえな い人(badhira), 禅 定 に ある

人(samapanna)な ど も同様 に扱 っている。 この よ うに, 捨 戒 をめ ぐって, それ が

成立 しない場合が第1～7偶 において示 され, 各 々の註釈 にお いて そ の理 由 が述

べ られ てい る。

前述の如 く, この捨戒の定義は, パ ー リ律及 び漢訳 五大広律 において も示 され

てい る10)。(以 下, 漢訳広律と比較検討する場合は, 内容 ・表現形式の異 な る 『摩詞僧舐

律』は, その対象より除 く。)各 律 ともに, 捨 戒が成立 しない場合が列挙 されている

が, い くつかの共 通例を挙 げれば, 願 狂, 心舌し 痛悩 の状態 にあ る人 に よる捨戒,

あ るいは, そ の ような人に対 する捨戒 は成 立 しない とされ る11)。各 律 ともに, 中

国人(中 辺人)が 辺国人(辺 地人)に 捨戒 した場合 につ い て言及 して い る が, VS

で は, .この 事 に関 しては論議 され てお らず, この点において異 なる。

II.:第8偶 は, "itipratyakhyanavacanani"と 結 ばれている よ うに, 捨 戒 に際

し, そ れが言葉で ど う表 現 され るかが具体 的 に示 されている。 第8偶 に対 す る註

釈 は, 偶 を三 つの部分 に分 けることか ら は じま る。 そ れ は, "siksa血pratyaca-

kse"か ら"upadhyayam"ま で を教説 に関 す る表現, "agarikammamdharaya"

以 下 を行動 に関す る表現, そ して"alamme"に よ っては じま る部分 を話 し方 に

関す る表現 としている。

Gunaprabhaは, この 捨戒の言葉を, 語 気を強 めて言 って も言わな くて も, そ

れ は問題 ではな く, 相 手 に理解 して もら うことが第一 で, しか も体の振舞 に よる

伝達 が最 も重要 だとし, それ故 に第8偶 に述べ られた これ らすべ ての言葉に よる

表現 は, 学 処 の拒否 ・捨戒 とい う行動 において述べ られ てい るとす る。

捨戒 の言葉 と して述べ られ た事項 が, 何 故捨戒 につながるかの判断基準 は, 上

述 の第2, 第3の 区分 として示 された個所 に対す る註釈 において言及 され てい る

が, そ こでは, 仏 教 の正 しい領域(ksetra)の 中の もので あるか, あ るいは教団追
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放 の罪 に値す る もの であるかとい うことが問題 とな っている。 外道や男性能力 を

失 な った人間 などは, 最 初か ら仏教の領域 外の もの であ り, 父 母殺 しなどの所謂

五悪 を犯 す者は, 後 者に値 するわけである。

さて, こ の第8偶 と他 の律蔵 とを比較す る ことによ り, お よそ二 つの点 につい

て, VSの 特 徴 を見 い出す ことができる。 その第一 は, こ の捨戒 の言葉 が,『 根本

有部毘奈耶 』におけ るそれ と, 若 干順 序の違 いはある ものの, 全 ての事項 が一致

し, 三 つの部分 の表現形式 も同 じである ことである。 以下 に第8偶 と対照 させ て

番号 を付 し, この ことを示 す12)。

我某甲今捨学処1。是名捨学処。或云我捨佛陀2達摩3僧伽4。或云我捨素咀曜5毘奈耶6摩瞳

異迦7。或云我捨郎波駄耶9阿遮利耶8。或云知我是俗人10。知我是求寂11。扇佗半澤迦12汚

芯劉尼13。 殺父20害母19殺阿羅漢21。破和合僧22悪心出仏身血23。 是外道17是趣外道者18。

賊住14別住15不共住人16。乃至説云。我24於仁等同法者同梵行者。非是伴類。

パー リ律及 び 『四分律 』『五分律』 におい ては, 教 説 に関す る部分の捨戒表現 は, 

ほ ぼ共通 してい るが,『 十諦律』 では, 事 項数がやや多い。 また 第2の 部分 の 表

現 は,『 十諦律』では, 外 道 に関す る事項 がないが, パ ー り律,『 四分律』,『五分

律 は, こ こで も同 じ表現 とな ってい る。

第2の 部 分を梵 文 とパー り律 の表 現 とを比較 する と, "agarikam mam dharaya

……"と い う所 が, パ ー リ律 で も"gihiti mam dharehi......"と あ り13), 同 じ表

現 とな ってい るが, そ の内容 は, VSの 事 項10～23と 比 べ る と, 10(た だしパー

リではgihin)11, 17, 18を 除 いて他 は異 な る。 これ は, 第3の 表 現 形 式 “alam

me......”に お いて も同様 である14)。パ ー リ律 にお ける最後の表 現 “alam me sa-

brahmacarihi”と い う個所 のみ一致す るが, "alammebuddhena......"以 下 の表

現 は, VSに は 見 られない。

次 に第2の 特徴 を述 べる。 各律 ともに, こ の 「捨戒」 を解説 す る際pratimo-

ksaの 條 文 にある"siksadaurvalyamanaviskrtya"「 戒 を守 る力 の弱 ま りを示 さ

ず に」とい う表現, 漢 訳 ではこれ を 「戒蔽」 あるいは 「学蔽」 とす るが, これが

捨戒 と組 み合 わされ て定義 づけられ てい る。 「捨戒 に して戒巖 でない」場合 とか,

「戒巌に して捨戒でない」場合 とい うよ うに, それ ぞれ一緒 に定義 され て い る。

『根本有部毘奈耶 』では,「 捨学処 にして学巌 に非ず」 とい う定義の中で, 第8偶

と同様 の表現 が述べ られ ている。 これ は, パ ー リ律及 び漢訳広律で も同様 であ る。

しかし, VSで は, 捨 戒 が単独 で解釈 され てお り, 戒 廠 ・学巌 とい うこ とは 言及

され てお らず, この点他の律蔵 と全 く異な る。
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結語 以上, VS第1章 に続 く個所 について, 飽 の律蔵 と比較検討 して き た が,

“pratyakhyanavidhih”と 結 ばれ るこの節 は, pratimoksaに お ける波 曜 夷 法 第1

婬 戒 の “pratyakhya”と い う語 に対す るGupaprabhaに よる経分別 即ち條 文解釈

と言 えよ う。 これ に続 く節 も, そ の内容か ら判 断 して, 條 文 中 の “abrahmaca-

ryam maithunam dharmam”(婬 法)と い う語句 に対す る解釈 である と考 え られ

る。 この ことは, 一その節 が写本 におい て “iti prathame paralike vibhahgah sa-

maptah”と 結ばれ てい ることか らも確認 され よう。

他 の律蔵 では,「 比丘 とは何か」 とい うことにはじま り, 逐 次條 文中 の語句 が

解釈 され ている もの の, VSで は,「 捨戒」 と 「婬法」についてのみ解釈 され てい

る。 また各律 では, '捨 戒 不成立 の場合 と, 捨 戒の言葉や表 現が列挙 されているの

みであ るが, Gunaprabhaは 註釈 に よって, 不 成 立の理 由や捨戒 の言 葉と して表

現 され た事項 が, 何 故捨戒成立 につな がるのか を明 らかに してい る。 これ ら二つ

の解釈形式 の特徴 に, 十 分留意すべ きで あると言 えよ う。

1) Gupaprabha及 びVSの チ ベ ッ ト訳 に つい て は, 佐 々木 教 悟 博 士 の論 文 に詳 しい。

「ハ ル シ ャ王 の治 世 にお け る マ トゥラ ー仏 教 の動 向 」 印 仏 研, V-1, pp. 38～39.「 根 本

説 」 切 有 部 と三 啓 無 常 経 に つ い て」 印仏 研, XIX-2, pp.81～88。
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by P. V. Bapat & V. V. Gokhale, (Tibetan Sanskrit Works Series No. XXII)
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3) Rahula Sankrtyayana, Second Search of Sanskrit palm-leaf mss. in Tibet, Jou-
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10) パ ー リ律: Vinaya Pitakam ed. by H. Oldenberg, PTS., vol. III, pp. 24～28.

『十 諦 律 』 大 正 蔵, 23. p. 2a～c. 『四 分 律 』 大 正蔵, 22, p.571a～c.『 五 分 律』 大 正

蔵, 22, p. 4b～c.『 摩 詞 僧 舐 律 』 大 正 蔵, 22, p. 235c～p.236c.『 根 本 説 一 切 有 部
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下 に示 す。P. Pradhan, The first Parajika of the Dharmaguptaka-Vinaya and the
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14) Ibid., p.27, ll. 12～15. (九 州 大 学 大 学 院)
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